
健康福祉ニーズ調査のオリエンテーション内容

１　目的　　　優先的に対応が必要な要支援者をリストアップすることを目的として行う。

２　対象者　　　　　　　　名

３　実施方法
· ２人１組で地区を担当する。（現地で分担して、一人ずつ訪問する。）
· 調査票に沿って、世帯ごと聞き取り調査を行う。

· 不在の場合は不在者連名簿を記載し、ニーズ－５、提供できる情報資料を置いてくる。
在宅時の調査・訪問内容
（１）　住民への説明内容

1 調査対象者に目的、調査者所属・氏名をきちんと伝えるよう説明する。（ニーズ－２を使用）
2 調査で知り得た内容は他に漏らさないことを伝える。
3 緊急連絡先を周知する。（提供できる情報資料を使用）
（２）　地図
1 担当地区の地図は、２人で１枚とする。
2 「調査済み世帯」を赤色、「不在世帯」を青色で、地図に各調査票と同じ番号を記入する。（未訪問世帯との区別がつくようにすること）

3 集合住宅の場合、何世帯あるのか確認し、地図に世帯数を記入する。（集合住宅を１世帯としないこと）
（３）　健康福祉ニーズ調査リスト（ニーズ－３を使用する）
1 調査できた世帯員全員の調査内容を記載する。
2 被災後、親戚や知人が訪問世帯に身を寄せている場合は、世帯構成員としてリストに記入し、備考欄に状況を記入する。
3 同一世帯は、連番に同じ番号を記入する。（例：世帯員が３名の場合は1、1-2、1-3とする）
4 不在世帯は、この用紙には記入しない。
5 調査対象世帯員が不在だが同居していない家族から状況確認ができた場合、調査実施としてリストに状況を記入する。（備考欄にその旨記入すること）
（４）　健康相談票（相談－１を使用する）
1 健康福祉ニーズ調査リスト（ニーズ３）の「対象者再掲欄」に○がついた者、調査で医療や福祉等の対応が必要な者及び地震後から生活不活発病になり、指導が必要な人について、１人につき１枚記載する。
2 「今後の支援方針」欄を記入し、継続支援が必要な人については、具体的な支援内容を記入すること。
不在時の調査・訪問内容

（１）　健康福祉ニーズ調査不在者連名簿（ニーズ－４を使用する）

1 不在世帯について、世帯主の氏名・住所・家屋の状況等を記載する。
2 調査対象世帯員が不在だが近隣等（家族以外）から状況を聞いた場合、不在世帯として、備考欄に聞き取り内容を記入する。
（２）　家庭訪問不在者票（ニーズ－５を使用する）
1 不在世帯に対し、訪問者が年月日・所属・氏名を記入して、配布する。

2 情報提供資料も合わせて配布する。
調査実施報告
1 健康福祉ニーズ調査リスト、健康相談票、健康福祉ニーズ調査不在者連名簿を記入して、担当者に提出する。（要支援となったケースについては、口頭で報告すること）

2 健康福祉ニーズ調査集計票（担当者）（ニーズ－６を使用する）をチームごと記入し、総括者に提　出する。
3 総括者は各チームから報告があった集計票（ニーズ－６）を集計し、健康福祉ニーズ調査集計票（総括者）（ニーズ－７を使用する）に記入し集計する。

４　注意事項
· 関係書類を紛失しないよう、十分注意する。
· 聞き取り中に、他世帯の調査内容が目に触れないように配慮する。
· 調査で知り得た内容は他に漏らさない。
· 対象者が不審に思うことがあるため、回答したくない場合には無理に調査しなくてよい。
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